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令
和
５
年
度

お
金
の
使
い
道

三島市議会２月定例会で令和５年度予算案の審査を行い、原案どおり可決されました。
一般会計予算は過去最大の424億8千万円で、前年度対比8.4％増となりました。
第５次総合計画に沿った６つの基本目標を軸とした令和５年度の主な事業は、以下のとおりです。

※令和5 年度会計別予算の金額については、万円未満を四捨五入して表記しています。
※各基本目標でとりあげている事業については、「令和5 年度予算案の大要」を基に記載しています。

会計別 令和５年度 令和４年度 前年度比
一般会計 424億8,000万円 392億円 32億8,000万円

特
別
会
計

国民健康保険 114億  331万円 114億2,524万円 ▲2,193万円
介護保険 95億3,869万円 90億8,082万円 4億5,787万円
後期高齢者医療 16億4,168万円 16億6,557万円 ▲2,389万円
墓園事業 844万円 790万円 54万円
駐車場事業 1億3,953万円 1億6,325万円 ▲2,372万円
小計 227億3,165万円 223億4,278万円 3億8,887万円

水道事業会計 28億3,668万円 24億7,338万円 3億6,330万円
下水道事業会計 44億8,975万円 43億8,846万円 1億   129万円
合計 725億3,808万円 684億　462万円 41億3,346万円

民生費 35.2％

総務費
11.2％

公債費
8.8％

教育費
11.6％

消防費 4.1％

土木費 15.9％

衛生費
10.3％

商工・労働・
農林費
2.2％

議会費 0.6％

農林業や商工業の振興などに関する経費

借り入れた
市債の返済
に関する
経費学校教育や文化・

スポーツ振興などの
社会教育に関する経費

道路や河川、公園などの
整備や維持管理に
関する経費

予防接種や
健康診断など
の保健医療や、
ごみの処理に
関する経費

社会福祉や高齢者福祉、
児童福祉などに関する経費

消防・防災対策に関する経費

総務管理、
税務、戸籍、
選挙、統計
などに
関する
経費

歳出予算の不足に
備えて計上する費用

議会運営に関する経費
予備費 0.1％

令和５年度会計別予算 令和５年度一般会計歳出予算

基本目標４　交流とにぎわいのあるまち

・商店街共同施設費補助金	 1,100万円
南町文教線・三島裾野線などの無電柱化事業に伴
い、商店会などが既存アーケード等を撤去する際
の経費を支援し、商店街の景観整備や安全性向上
を図る。
・企業立地推進事業	 781万３千円

企業誘致の推進に伴う新たな産業用地の創出のた
め、引き続き候補地の開発可能性基本調査を行う。

・楽寿園ガバメントクラウドファンディング事業613万円
楽寿園の蒸気機関車を今後も良い状態で保存・活
用するために、ガバメントクラウドファンディン
グにより寄付金を募り整備等を行う。
・中心市街地商業等活性化推進事業	4,198万４千円

令和６年度の浅間神社周辺の修景整備に向け、旧
久保町簡易水道施設の解体工事を行う。また、三
島市まちなかリノベーション推進計画の具現化に
向け、利活用可能な物件情報の整理および市内へ
の新たな店舗誘致を図る。

基本目標５ 快適で暮らしやすいまち

・三島駅南口東街区再開発事業（市街地再開発事業
費補助金を含む）	 	19億6,117万１千円
三島駅周辺グランドデザインの実現に向け、事業
効果等の調査、事業関係者と連携した導入機能等
の検討などを実施し、地下水・湧水の保全のため
に引き続き地下水モニタリング調査を行う。また、
市街地再開発組合が実施する権利者への補償や建
築工事等の費用について補助を行う。

・鉄道駅ユニバーサルデザイン施設整備事業補助金
　　　　　　　　　1,533万４千円

JR東海が JR 三島駅に車いす用
階段昇降機を設置する事業に係
る経費の一部を補助する。

・公営住宅整備事業	 ６億8,232万８千円
三島市公営住宅等長寿命化計画に基づき、市営住
宅を整備する。令和 5 年度は藤代住宅 B 棟建設
工事を行う。

基本目標６ 共に創る持続的に発展するまち

・公共施設保全計画運用事業	 ５億2,616万３千円
公共施設等総合管理計画などに基づき、必要な施
設機能を維持し、財政負担の軽減や利便性の向上
を図る。令和５年度は三島市が保有する公共施設
に係る保守点検や緊急修繕を包括的に委託する包
括管理業務委託を新たに導入し、統一的な視点に
よる維持管理を行うことで、施設の維持管理水準
の向上や業務の効率化、将来的なコスト低減を図る。

・ウェルビーイング推進事業	 139万５千円
精神的、身体的、社会的に良好な状態である「ウェ
ルビーイング」の視点を地域づくりにも取り入れ、
講演会の開催や市内各地域でのウェルビーイング
ミーティングを実施することで、地域のつながり
を強化し、ウェルビーイングの向上を図る。
・スマート市役所推進事業	 2,060万５千円

自治体DXを推進するため、令和５年度は全庁
キャッシュレス決済や手続き案内サービスの導入、
水環境デジタル監視システムの運用などを行う。

基本目標３ 未来につなぐ人材を育むまち

・各幼稚園施設補修整備事業	 4,690万円
園児の快適な生活環境を維持するため、施設の適
切な補修整備を行うもの。令和５年度は徳倉幼稚
園の屋上防水および外壁改修工事を実施する。
・部活動振興事業	 1,031万５千円

中学校の部活動振興のため、外部講師による指導を
実施し、各中学校に「部活動指導員」を21人配置する。
また、部活動の一環として東海大会や全国大会に出
場する生徒が在学する中学校に賞賜金を交付する。

・各小学校施設補修整備事業	 ５億7,184万６千円
小学校施設の適切な補修整備を行うもの。令和５
年度は、令和４年度から引き続き向山、長伏小学
校の長寿命化改修工事を実施するほか、中郷小学
校において空調設備改修工事、管理教室棟トイレ
改修工事、屋上防水および外壁工事等を行う。
・小学校コンピュータ整備事業	 １億694万円

小学校のICT環境の維持・拡充を行うもの。令和５
年度は、電子黒板の追加整備や４小学校の校務系パ
ソコンの入れ替えを行い、サイボウズ㈱のクラウド
ツール「kintone」の導入により校務のDX化を図る。

基本目標１　安全・安心に暮らせるまち

・自転車乗車用ヘルメット購入費補助金	 200万円
令和５年４月から自転車利用時
のヘルメット着用が努力義務と
なることに伴い、購入に係る経
費の一部を補助する。

・消防団運営事業	 2,875万円
令和５年度から消防団活動支援アプリを導入し、
DX による消防団活動の効率化・活性化を図る。

・処理施設整備事業	 １億1,226万５千円
現在使用している最終処分場第３埋立地の残余容
量がひっ迫しているため、新規最終処分場の整備
を推進する。
・新エネ省エネ資源循環事業	 788万２千円

循環型社会の形成を図るため、資源ごみ回収に協
力した団体に対して報奨金を交付する。また、公
共施設のエネルギー使用量削減を図るため、２施
設において、エアコンの消費電力（ガス）削減効果
がある静電気除去シートの試験的導入を行う。

基本目標２ 健康で福祉が充実したまち

・出産・子育て応援事業	 7,165万４千円
妊娠届出時の面談および希望者への妊娠８ヶ月前後
での面談、出産後生後２ヶ月頃に乳児家庭全戸訪問
での面談を行う。また、妊娠
届出時の面談後に妊婦１人当
たり５万円、乳児家庭全戸訪
問での面談後に児童１人当た
り５万円を支給する。

・市営⾧伏グラウンド整備事業	 2,200万円
長伏グラウンドの整備・改修を行うもの。令和５
年度は、グラウンドＡの照明設備やグラウンド改
修に向けた実施設計を行う。
・ヤングケアラー支援推進事業	 463万８千円

子どもの家事などの負担を軽減するため、令和５年
度から新たに訪問型子どもサポート事業を実施する。
・児童福祉施設整備費補助金	 １億6,470万円

民間保育所の老朽化に伴う移転新築に対し、経費の
支援を行う。令和５年度は北上保育園が対象となる。

令和５年度　三島市の予算

コロナを乗越え未来に向け飛躍する
ウェルビーイング推進型予算
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〇
市
民
文
化
会
館
指
定
管
理
委
託
料

１
２
０
０
万
円

　
世
界
情
勢
を
背
景
と
し
た
電
気
・

ガ
ス
料
金
の
急
激
な
上
昇
に
伴
い
、

市
民
文
化
会
館
の
指
定
管
理
者
に
お

け
る
光
熱
費
の
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
の
費
用
を
増
額
し
ま
す
。

　
　主

な
質
疑

質
疑
委
託
の
概
要
と
光
熱
水
費
の
取

り
扱
い
は
。

答
弁
指
定
管
理
の
期
間
は
平
成
30
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
ま

で
の
７
年
間
と
し
て
い
る
。

　
委
託
の
内
容
は
文
化
事
業
に
関
す
る

業
務
、
管
理
物
件
の
運
営
・
維
持
管
理

に
関
す
る
業
務
、
事
業
計
画
、
事
業
報

告
お
よ
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す
る
業

務
な
ど
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
光
熱
水
費
の
負
担
区
分
に

つ
い
て
は
、
公
募
要
項
に
お
い
て
委
託

料
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
提
示
し
て
お
り
、

仕
様
書
に
お
い
て
も
指
定
管
理
者
が
光

熱
水
費
を
支
払
う
よ
う
定
め
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
不
測
の
事
態
等
に

対
応
す
る
た
め
、
協
定
上
、
リ
ス
ク
分

担
の
区
分

を
定
め
て

お
り
、
物

価
お
よ
び

金
利
が
著

し
く
変
動

し
た
場
合

は
双
方
の

協
議
事
項

と
す
る
と

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
総
務
省
か
ら
の
指
定
管
理
者

制
度
の
運
用
に
関
す
る
通
知
や
、
指
定

管
理
者
協
会
お
よ
び
全
国
公
立
文
化
施

設
協
会
か
ら
の
要
望
書
等
を
踏
ま
え
、

今
回
は
市
と
指
定
管
理
者
で
協
議
し
、

市
が
補
填
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

質
疑
補
填
額
の
算
出
根
拠
は
。

答
弁
令
和
３
年
度
の
電
気
・
ガ
ス
料

金
の
単
価
と
令
和
４
年
度
の
単
価
の
差

額
に
令
和
４
年
度
の
使
用
量
を
乗
じ
て

算
出
し
て
い
る
。

　
令
和
３
年
度
は
、
緊
急
事
態
宣
言
の

発
令
等
に
よ
り
施
設
の
利
用
状
況
に
影

響
が
あ
り
、
電
気
・
ガ
ス
の
使
用
量
が

減
っ
た
こ
と
か
ら
、
単
純
に
実
績
額
の

差
額
と
す
る
の
で
は
な
く
、
単
価
の
比

較
に
よ
り
光
熱
費
高
騰
に
よ
る
直
接
の

影
響
を
受
け
た
上
昇
分
を
算
出
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
光
熱
費
の
高
騰
は
令
和
３
年
度
末
か

ら
始
ま
っ
て
お
り
、
大
き
な
要
因
と
し

て
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

が
原
油
価
格
の
高
騰
を
招
い
た
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
社
会
情

勢
な
ど
も
考
慮
し
、
ま
た
他
市
町
の
対

応
状
況
な
ど
も
鑑
み
、
直
近
の
令
和
３

年
度
と
の
比
較
と
し
た
。

〇
三
島
市
副
市
長
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
三
島
市
が
将
来
に
わ
た
り
持
続
的

発
展
を
成
し
遂
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
課
題
に
迅
速
に
対
応
し
、
重
要
施

策
を
的
確
か
つ
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
確
実
に
推
進
す
る
た
め
に
、
令
和

５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
９
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
、
副
市
長
を
二
人
体

制
に
し
ま
す
。

主
な
質
疑

質
疑
副
市
長
を
２
人
と
す
る
目
的
と

必
要
性
は
。

答
弁
三
島
駅
南
口
再
開
発
事
業
や
大

場
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
、
ま
た
、

新
た
な
企
業
誘
致
や
工
業
用
地
の
確
保

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
要
施
策
を
控
え

て
お
り
、
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
１
人
の
副
市
長
に
つ
い
て
は
、
事
業
系

の
専
門
分
野
を
統
括
し
、
も
う
１
人
が

三
島
市
全
体
に
お
け
る
事
務
事
業
の
執

行
状
況
を
把
握
す
る
役
割
を
担
う
こ
と

に
よ
り
、
市
政
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
。

費
用
対
効
果
の
指
標
は
。

答
弁
地
方
自
治
法
で
は
副
市
長
は
市

長
を
補
佐
し
、
市
長
の
命
を
受
け
て
政

策
・
企
画
を
つ
か
さ
ど
り
、
市
の
各
組

織
が
行
う
事
務
を
監
督
す
る
職
と
さ
れ

て
い
る
。

　
地
方
公
務
員
法
に
規
定
さ
れ
る
人
事

評
価
制
度
は
一
般
職
の
職
員
が
対
象
と

な
っ
て
お
り
、
特
別
職
で
あ
る
副
市
長

は
対
象
と
な
ら
な
い
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
総
合
計
画
や
、
住

む
な
ら
み
し
ま
総
合
戦
略
、
行
政
評
価

な
ど
の
目
標
値
に
対
す
る
達
成
状
況
、

あ
る
い
は
各
事
業
計
画
に
掲
げ
た
進
捗

状
況
な
ど
が
判
断
基
準
の
一
つ
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
進
捗
状
況
を
測
る
こ
と
は

難
し
い
こ
と
か
ら
、
事
業
を
取
り
巻
く

そ
の
時
々
の
環
境
な
ど
を
含
め
、
総
合

的
に
そ
の
成
果
を
判
断
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

〇
三
島
市
自
転
車
等
駐
車
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
三
島
駅
北
口
自
転
車
等
駐
車

場
の
入
出
場
時
間
を
現
在
は
午
前
６

時
か
ら
と
し
て
い
る
の
を
、
午
前
４

時
30
分
か
ら
に
早
め
、
広
小
路
自
転

車
等
駐
車
場
に
つ
い
て
、
午
前
６
時

か
ら
午
後
９
時
ま
で
と
し
て
い
る
現

在
の
入
出
場
時
間
を
、
24
時
間
と
す

る
改
正
を
行
い
ま
す
。

主
な
質
疑

質
疑
利
用
者
の
増
減
予
測
は
。

答
弁
令
和
５
年
１
月
に
三
島
駅
北

口
・
三
島
駅
南
口
自
転
車
等
駐
車
場
で

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

三
島
駅
北
口
を
徒
歩
や
送
迎
で
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
人
の
う
ち
48
人
中
11
人

が
入
出
場
時
間
を
変
更
し
た
場
合
に
駐

車
場
を
利
用
す
る
と
い
う
回
答
が
あ
っ

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
で
き
な
か
っ

た
人
た
ち
の
分
の
割
合
も
考
慮
す
る

と
、
20
人
程
度
が
利
用
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
ま
た
、
三
島
駅
南
口
自
転
車
等
駐
車

場
の
利
用
者
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
は
、
34
人
中
３
人
が
三
島
駅
北
口

自
転
車
等
駐
車
場
を
利
用
す
る
と
の
回

答
が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
で
き

な
か
っ
た
人
た
ち
の
分
の
割
合
を
考
慮

す
る
と
５
人
程
度
が
南
口
か
ら
北
口
に

変
更
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

質
疑
三
島
駅
北
口
自
転
車
等
駐
車
場

の
早
朝
無
人
化
の
検
討
は
。

答
弁
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
入
出
場

時
間
の
変
更
に
よ
り
、
実
際
に
ど
の
よ

う
な
利
用
状
況
で
あ
る
の
か
デ
ー
タ
を

分
析
す
る
。
そ
の
上
で
、
利
便
性
が
高

く
安
心
し
て
利
用
で
き
る
駐
車
場
の
運

用
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
、
従
事
す
る

高
齢
者
が
働
き
や
す
い
雇
用
形
態
も
考

慮
し
な
が
ら
、
深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け

て
の
警
備
員
の
配
置
や
、
中
長
期
的
に

は
オ
ー
ト
ゲ
ー
ト
の
設
置
、
ま
た
無
人

化
も
含
め
て
、
研
究
し
て
い
く
。

令和５年
２月定例会
２月14日～３月15日

会期：30日間

■今回の議案は…

市長提出議案　45件
議会提出議案　５件

検索三島市議会

詳細は、三島市議会ホーム
ページをご覧ください。

この号では次の項目を
Ｐｉｃｋ ｕｐ！

Ｐｉｃｋ ｕｐ1
一般会計予算を
増額補正

負
担
の
軽
減
を

図
り
ま
す

Ｐｉｃｋ ｕｐ2
条例改正

副
市
長
を二

人
体
制
に

【令和４年度三島市一般会計補正予
算（第７号）】（賛成多数）
■補正予算額　
　1億 7,014 万 7,000 円

〈議第 25 号〉三島市副市長定数条例
の一部を改正する条例（賛成多数）

〈議第 26 号〉三島市自転車等駐車場
条例の一部を改正する条例（全会一致）

〈請願第１号〉難聴者の補聴器購入
に係わる負担軽減を求める請願
（全会一致で趣旨採択）

〈議第 43 号〉三島市副市長の選任に
ついて（鈴木氏全会一致・井口氏賛成多数）
〈議第 44 号〉三島市教育長の任命に
ついて（全会一致）

Ｐｉｃｋ ｕｐ1

Ｐｉｃｋ ｕｐ2

Ｐｉｃｋ ｕｐ3

Ｐｉｃｋ ｕｐ4

Ｐｉｃｋ ｕｐ5

Ｐｉｃｋ ｕｐ3
条例改正

利
便
性
の
向
上
に

向
け
て

【その他歳出の主な内容】

〇人件費（退職手当） 4,197 万 6,000 円

〇庁舎建設基金積立金 4,200 万円

〇土地開発基金繰出金 2,840 万 2,000 円

〇自立支援給付等事業 5,400 万 7,000 円

〇児童保育事業 2,508 万 4,000 万円

〇生活保護扶助事業 3,700 万円

〇公営住宅整備事業 △ 4,350 万円

質
疑
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予算審査
各常任委員会において、所管する各分野について詳しく審査しました

　
令
和
４
年
11
月
定
例
会
で
提
出
さ
れ

た
「
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
係
わ
る

負
担
軽
減
を
求
め
る
請
願
」
は
福
祉
教

育
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
令
和
５
年
１

月
18
日
に
審
査
を
行
い
、
全
会
一
致
に

よ
り
趣
旨
採
択
す
べ
き
と
の
結
果
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
２
月
定
例
会
に
お
い
て
、

委
員
長
が
審
査
の
経
過
と
結
果
を
報
告

し
た
後
に
採
決
が
行
わ
れ
、
趣
旨
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

❖
副
市
長
の
選
任

　
副
市
長　
市
川
顯
氏
が
令
和
５
年
３

月
31
日
を
も
っ
て
退
任
す
る
こ
と
と
、

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
４
年
間
、
副

市
長
２
人
制
を
導
入
す
る
こ
と
に
伴

い
、
新
た
に
副
市
長
に
鈴
木
氏
、
井
口

氏
の
両
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て

同
意
し
ま
し
た
。

鈴す
ず

木き　
昭あ

き
ひ
こ彦　
氏

井い

口ぐ
ち　
智と

も

樹き　
氏

❖
教
育
長
の
任
命

　
教
育
長
西
島
玉
枝
氏
が
令
和
５
年
３

月
31
日
を
も
っ
て
退
任
す
る
こ
と
に
伴

い
、
新
た
に
小こ

塚づ
か
英ひ
で
ゆ
き幸
氏
を
教
育
長
に

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

Ｐｉｃｋ ｕｐ4
請願第1号

請
願
の
審
査

Ｐｉｃｋ ｕｐ5
人事案件

人
事
案
件
に
同
意

総務委員会　　３月３・６日

災害廃棄物ハンドブック作成等業務委託料
災害時のごみ処理は、どのような対応を想定しているのか。

災害後、清掃センターの状況を確認し、清掃センターが稼働する場合は自己処理を行い、稼働し
ない場合は協定に基づき近隣市町に協力を仰ぐこととなる。また、災害の被害状況に応じて災害

ごみの量が違うため、量が確定した段階で仮置き場の設置場所を指定していく。
　なお、災害時は通常時の生活ごみと災害ごみが発生することとなるが、生活ごみは通常どおり収集を
行う一方、災害ごみは市民の皆様に分別していただき、仮置き場への搬入をお願いする。そのような方
法等を案内するハンドブックを作成し、市民に周知していく。

消防団活動支援アプリ
消防団運営事業における消防団活動支援アプリについて、導入に要する経費は人数に応じた算定
か。また、導入によりどのような効率化が図られるのか。
ファイヤーチーフという市販のソフトの導入を考えており、ほぼすべての団員の
380 人に導入することを見込んでいる。経費は 1人につき月 300 円で、380 人分と

なり、５月から本格稼働のため 11 カ月分を計上している。アプリの導入に伴い、出動報
告のデジタル化が図られ、出動の通知や消防水利地図などを情報共有することができる。

経済建設委員会　　２月27・28日

三島駅南口東街区再開発事業
三島駅南口東街区再開発事業に関して、令和５年度に全体のスケジュール
としてどこまで進めていくのか、また交付を予定している補助金の内訳や

想定している工事の範囲、近年の物価高騰による工事費への影響はどうか。
令和５年度のスケジュールとして、秋頃に権利変換計画の認可を予定しており、その後、解体工
事に着手していくことを予定している。補助金の内訳は、補償費が約 11 億円、設計や既存建物の

解体・整地を含めた工事費が約８. ４億円であり、建築工事としては、出来高で５％程度を見込んでいる。
　また、工事費についてはＥＣＩ事業者と連携して効率的な施工方法を検討する中で精査しており、昨
今の高騰を踏まえて現時点の状況を反映させて算出しているものである。

下水道使用料の改定
三島市下水道事業経営戦略において、令和６年度に使用料を 30％増という形で改定することが見
込まれているが、そこに向けての令和５年度の取り組みはどうか。また使用料の増額について、

１世帯当たりでいくらくらいになるか。さらに市民への説明はどのようにしていくか。
令和５年度は６月から 10 月まで、４回ほど審議会を開催して協議を行い、答申を受けてから、
11月に条例の改正案を上程したいと考えている。

　下水道使用料の改定は令和６年４月からを予定しているが、試算では１カ月当たり１世帯 500円から600
円程度の値上げを見込んでいる。また、周知については、広報みしま等でお知らせするとともに、検針の際
に、各家庭に検針票を配付しているので、これにあわせて使用料改定の案内をポスティングしていきたい。

福祉教育委員会　　３月１・２日

ヤングケアラー支援推進事業について
ヤングケアラー支援推進事業の訪問型子どもサポート事業委託とはどのような内容か。

ヤングケアラーの世帯に対し、１回２時間のサポートを、月に２回から３回程度、炊事、洗濯、
掃除等の家事支援を行うものである。１校当たり２名程度のヤングケアラーがいるのではないか

と現在想定しており、この支援により、ヤングケアラーの子どもが少しでも子どもらしい生活を送るこ
とができ、学校に通いやすくなるのではないかと期待している。

放課後児童クラブについて
放課後児童クラブの利用者の申し込み状況および支援員の状況はどうか。

放課後児童クラブについては、令和４年度の５月１日時点で1,070 人程度受け入れていたが、令和５年
度については現時点で1,100 人程度の利用希望の申し込みをいただいている。ほとんどの学区で児童

の受け入れは可能であるが、山田小学校区については昨年度より申し込み者数が 30人ほど増えているため、
希望者全員の入会が難しい状況にあり、今後の受け入れ体制の整備を検討している。
　支援員については、現在、地域の実施委員会が指定管理者として運営している坂小学校区も含めた公設
の児童クラブ全体で、現時点では87人いる。令和５年度から指定管理者となるトヨタエンタプライズからは、
既に93人を確保しているとの報告を受けており、６名増員となる予定である。なお、特別な配慮が必要な
児童がいる場合には加配となるので、対象となる児童を確認しつつ、必要に応じて支援員の増員を図りたい。

鈴木副市長井口副市長小塚教育長
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土
屋　
利
絵

改
革
み
し
ま

コ
ロ
ナ
特
例
貸
し
付
け
な
ど
を
受
け
た
方
へ
の
返
済
の
サ
ポ
ー
ト

こ
の
３
年
間
で
緊
急
小
口
資
金
な

ど
の
貸
し
付
け
を
受
け
た
方
々
へ

の
徹
底
し
た
サ
ポ
ー
ト
が
求
め
ら
れ
る
。

返
済
免
除
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
、
返
済
の
サ

ポ
ー
ト
や
生
活
支
援
な
ど
、
三
島
市
の
伴

走
支
援
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

問

緊
急
小
口
資
金
等
の
特
例
貸
付
金

の
償
還
免
除
や
猶
予
の
対
象
者
に

対
し
、
市
や
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
、

代
理
申
請
等
の
丁
寧
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
る
ほ
か
、
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実
施

す
る
家
計
改
善
支
援
事
業
等
の
自
立
相
談

支
援
事
業
に
つ
な
ぎ
、
生
活
再
建
に
向
け

た
積
極
的
な
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

答

不
登
校
や
教
室
に
入
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
支
援

４
月
か
ら
市
内
３
校
の
中
学
校
に

校
内
支
援
室
を
モ
デ
ル
的
に
設

け
、
教
室
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど

も
た
ち
を
対
象
と
し
た
居
心
地
の
よ
い
部

屋
を
作
っ
て
い
く
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

方
向
性
を
伺
う
。

問

校
内
支
援
室
で
は
、
生
徒
の
状
況

に
応
じ
て
、
担
当
の
指
導
員
の
関

わ
り
に
加
え
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た

支
援
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん

で
い
く
。
ま
た
、
令
和
５
年
度
に
開
設
の

な
い
４
校
に
お
い
て
も
、
校
内
支
援
室
の

整
備
と
指
導
員
の
配
置
に
つ
い
て
、
早
期

に
実
現
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

答

広
域
健
康
医
療
拠
点
と
し
て
の
三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業

進
出
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
順

天
堂
大
学
医
学
部
附
属
病
院
、
三

島
市
医
師
会
、
市
民
の
３
者
に
と
っ
て
よ

い
機
能
と
す
る
た
め
、
地
域
医
療
連
携
室

の
よ
う
な
も
の
を
作
り
、
お
互
い
の
長
所

を
生
か
し
、
連
携
し
た
取
り
組
み
の
可
能

性
に
つ
い
て
伺
う
。

問

東
街
区
に
進
出
す
る
医
療
機
関

が
、
静
岡
県
東
部
の
地
域
医
療
連

携
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の

か
、
現
時
点
で
は
具
体
的
に
は
な
っ
て
い

な
い
。
既
存
の
医
療
機
関
と
連
携
し
相
互

に
補
完
す
る
形
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、

地
域
医
療
の
充
実
に
つ
な
が
る
よ
う
関
係

者
と
の
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

答

代表質問
会派の代表者が施政方針や予算案の大要に対して質問しました

松
田　
吉
嗣

緑
水
会

自
主
財
源
の
確
保

自
主
財
源
比
率
が
低
下
し
て
お

り
、
適
正
基
準
に
近
づ
け
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
自
主
財
源
の
大
半
を
占

め
る
市
税
収
入
の
増
収
が
最
重
要
だ
が
、

自
主
財
源
比
率
を
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
の
か
。

問

市
税
増
収
に
向
け
、
観
光
振
興
に

よ
る
賑
わ
い
創
出
な
ど
を
継
続
し

て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
移
住
定
住
施
策

で
は
、
補
助
金
の
金
額
拡
充
に
加
え
、
お

試
し
移
住
体
験
を
新
た
に
実
施
す
る
。
ま

た
、
企
業
誘
致
で
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

に
係
る
新
規
メ
ニ
ュ
ー
拡
充
や
、
新
た
な

産
業
用
地
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答

出
産・子
育
て
応
援
事
業
の
効
果

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
は
、
国

に
よ
る
子
育
て
支
援
施
策
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
る
。
令
和
４
年
度
も
出
産

祝
金
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
検
証
を
し

た
上
で
の
新
た
な
事
業
な
の
か
。
ま
た
、

今
回
の
新
た
な
る
取
り
組
み
の
効
果
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

問

出
産
祝
金
事
業
は
子
ど
も
の
誕
生

と
保
護
者
を
祝
福
す
る
た
め
の
事

業
で
あ
り
、
市
民
か
ら
は
「
助
か
っ
た
。」

「
感
謝
し
て
い
る
。」
な
ど
の
声
が
あ
り
、

相
当
の
効
果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
の
事
業
と
国
の
新
た
な
事
業
を
併
せ
て

実
施
す
る
こ
と
で
、
一
人
で
も
多
く
の
新

生
児
誕
生
を
願
っ
て
い
る
。

答

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業

昨
年
、
知
事
の
認
可
を
受
け
、
再

開
発
組
合
が
設
立
さ
れ
、
現
在
は

事
業
の
最
後
の
山
場
で
あ
る
権
利
変
換
計

画
の
作
成
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
事

業
の
進
捗
状
況
と
令
和
５
年
度
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

問

令
和
４
年
６
月
の
組
合
設
立
以

降
、
再
開
発
組
合
で
は
実
施
設
計

や
権
利
変
換
計
画
の
作
成
を
進
め
、
令
和

５
年
秋
頃
の
権
利
変
換
計
画
の
認
可
を
目

指
し
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
円
滑
な

事
業
推
進
に
向
け
、
事
業
関
係
者
と
の
協

議
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
と
の

意
見
交
換
な
ど
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

答

堀
江　
和
雄

公
明

教
職
員
の
働
き
方
改
革
へ
の
取
り
組
み

小
中
学
校
に
お
け
る
教
育
の
最
前

線
に
い
る
教
職
員
の
皆
さ
ま
の
負

担
軽
減
が
必
要
と
考
え
る
。
学
校
業
務
の

改
善
に
向
け
て
、
校
務
の
新
た
な
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
、
校
務
の
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
教
職

員
の
働
き
方
改
革
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
伺
う
。

問

Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
駆
使
し
た
市
教
育

委
員
会
と
学
校
間
の
情
報
共
有

等
、
教
育
の
質
に
影
響
し
な
い
業
務
の
効

率
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
理
想
の
働
き

方
の
共
有
や
、
対
話
に
よ
る
業
務
改
善
を

学
校
現
場
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
働
き
方

改
革
を
進
め
て
い
く
。

答

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
暮
ら
し
に
便
利
な
活
用

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に

よ
り
多
く
の
方
が
申
請
・
取
得
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
取
得
し
て
便
利

に
な
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
利

用
が
可
能
か
伺
う
。

問

行
政
が
保
有
す
る
ご
自
身
の
情
報

や
行
政
機
関
か
ら
の
お
知
ら
せ
を

確
認
で
き
る
ほ
か
、
子
育
て
や
介
護
関
係

の
申
請
手
続
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
住
民
票
の
写
し
な
ど
を
夜
間
や

休
日
で
も
取
得
で
き
、
市
役
所
窓
口
よ
り

も
手
数
料
が
安
く
な
っ
て
い
る
。

答

職
員
の
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
へ
の
取
り
組
み

三
島
市
職
員
の
皆
さ
ま
が
デ
ジ
タ

ル
へ
の
理
解
や
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
な
ど
の

技
術
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
業
務
の

省
力
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
デ
ジ
タ

ル
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
と
行
政
運
営
の
改

善・省
力
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

問

職
場
で
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
職
員

を
対
象
に
業
務
改
善
ツ
ー
ル
の
活

用
を
学
ぶ
「
Ｄ
Ｘ
推
進
専
門
講
座
」、
部

課
長
級
職
員
を
対
象
に
デ
ジ
タ
ル
を
活
用

し
た
業
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
ぶ
「
Ｄ
Ｘ

推
進
管
理
者
講
座
」
な
ど
階
層
別
や
職
員

の
ス
キ
ル
に
合
わ
せ
て
実
施
す
る
。

答

宮
下　
知
朗

新
未
来
21

業
務
効
率
化
お
よ
び
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

限
り
あ
る
財
源
を
効
果
的
・
効
率

的
に
活
用
す
る
た
め
、
コ
ス
ト
抑

制
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
・
利
便
性
向
上

を
図
る
取
り
組
み
は
重
要
で
あ
る
。
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
た
め
、

業
務
効
率
化
お
よ
び
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
か
。

問

行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
の
取
り
組
み
を
進

め
る
と
と
も
に
、
業
務
の
改
善
、
効
率
化

を
図
り
、
住
民
異
動
の
デ
ジ
タ
ル
窓
口
を

開
始
す
る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
接
つ
な

が
る
取
り
組
み
に
よ
り
、
行
政
改
革
を
推

進
し
、
さ
ら
に
市
民
の
満
足
度
が
高
ま
る

よ
う
努
力
し
て
い
く
。

答

安
心
し
て
出
産・子
育
て
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
お
い

て
、
不
安
や
孤
独
感
を
抱
え
て
し

ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
一
人
一
人
に
寄

り
添
っ
た
支
援
の
拡
充
は
今
後
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
子
育
て
世
代
に
選

ば
れ
る
ま
ち
と
し
て
い
く
た
め
に
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

問

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
に
よ
る

経
済
的
支
援
と
伴
走
型
相
談
支
援

を
一
体
的
に
実
施
す
る
。
ま
た
、（
仮
称
）

産
前
・
産
後
包
括
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
、
情

報
配
信
等
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
若
い
世
代
の
方
々
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
。

答

新
た
な
に
ぎ
わ
い・交
流
の
創
出
に
向
け
た
取
り
組
み

三
島
駅
南
口
周
辺
の
再
開
発
に
お

い
て
西
街
区
・
東
街
区
の
具
現
化

が
着
実
に
図
ら
れ
る
中
、
三
島
駅
周
辺
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
実
現
に
は
周
辺
市
街

地
の
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
も
欠
か
せ
な

い
。
新
た
な
に
ぎ
わ
い
・
交
流
の
創
出
に

向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺

う
。 問

ま
ち
な
か
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

計
画
の
対
象
エ
リ
ア
に
お
け
る
遊

休
不
動
産
等
の
オ
ー
ナ
ー
に
対
し
、
物
件

の
利
活
用
に
つ
い
て
の
意
向
調
査
を
行
う
。

開
拓
物
件
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
な
か
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
の
新
た
な
事
業
展
開

に
活
用
す
る
ほ
か
、
創
業
支
援
機
関
に
も

共
有
し
、
新
規
店
舗
の
誘
致
に
つ
な
げ
る
。

答

※今号の会派名は令和５年２月定例会時点となります。
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地
方
交
付
税・地
方
特
例
交
付
金
増
額
の
根
拠
は

市
は
、
地
方
交
付
税
を
前
年
比

24
・
２
％
増
、
地
方
特
例
交
付
金

を
４・
５
％
増
で
予
算
化
し
た
。
一
方
、

国
が
示
し
た
地
方
交
付
税
の
伸
び
率
は

１・
７
％
、
地
方
特
例
交
付
金
は
マ
イ
ナ

ス
４・
３
％
と
乖
離
が
大
き
い
。
市
は
国

の
動
向
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

問

普
通
交
付
税
に
つ
い
て
、
当
初
予

算
比
は
27
・
７
％
増
だ
が
、
実
際

の
交
付
額
と
の
比
較
は
20
・
２
％
減
で
あ

り
抑
え
た
形
で
あ
る
。
地
方
特
例
交
付
金

は
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
個
人
市
民
税
該

当
分
の
補
填
で
あ
る
が
、
三
島
市
は
住
宅

建
築
が
比
較
的
堅
調
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

前
年
度
比
増
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

答

都
市
計
画
推
進
に
向
け
、市
民
の
声
を
ど
う
反
映
さ
せ
る
か

三
島
駅
南
口
再
開
発
、
新
庁
舎
建

設
、焼
却
ご
み
最
終
処
分
場
な
ど
、

こ
れ
ら
大
型
事
業
の
中
に
は
、
市
を
二
分

す
る
市
民
意
見
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
市

は
透
明
性
を
も
っ
て
市
民
の
意
見
に
つ
い

て
公
平
な
立
場
で
協
議
・
審
議
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

問

市
の
上
位
計
画
に
位
置
付
け
る
主

要
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
計
画
策

定
段
階
に
お
い
て
外
部
委
員
や
専
門
家
を

登
用
し
た
策
定
委
員
会
で
十
分
な
審
議
を

い
た
だ
く
ほ
か
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

や
市
民
説
明
会
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
実
施
し
て
幅
広
く
市
民
の
皆
様
か
ら
意

見
聴
取
を
図
っ
て
い
る
。

答

国
が
進
め
る
政
策
で
三
島
の
発
展
が
あ
る
か

国
が
打
ち
出
し
た
戦
略
「
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」
は
、
市

の
持
続
的
発
展
に
つ
な
が
る
と
し
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
む
姿
勢
を
明

確
に
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
、
持
続

的
発
展
に
向
け
市
が
示
し
た
事
業
、
施
策

は
市
民
の
思
い
と
一
致
し
て
い
る
と
い
え

る
か
。

問

デ
ジ
タ
ル
化
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

化
に
伴
う
市
民
の
暮
ら
し
や
す

さ
や
幸
福
感
の
変
化
に
つ
い
て
、
デ
ジ

タ
ル
庁
が
公
開
す
るLiveable W

ell-
Being C

ity

指
標
に
よ
り
測
定
し
、
市

民
の
幸
福
感
を
高
め
る
施
策
立
案
を
実
現

し
て
い
く
。

答

服
部　
正
平

日
本
共
産
党
議
員
団

代表質問
会派の代表者が施政方針や予算案の大要に対して質問しました

2月定例会　議決結果

2月定例会　議決結果
＜全会一致となった議案＞

議案番号 件名 結果

請願第1号 難聴者の補聴器購入に係わる負担軽減を求める請願 趣旨採択

承第１号 専決処分の報告及び承認について（令和４年度三島市一般会計補正予算（第６号）） 承認

議第５号 令和５年度三島市墓園事業特別会計予算 可決

議第６号 令和５年度三島市駐車場事業特別会計予算 可決

議第７号 令和５年度三島市水道事業会計予算 可決

議第８号 令和５年度三島市下水道事業会計予算 可決

議第10号 令和４年度三島市国民健康保険特別会計補正予算（第3号） 可決

議第11号 令和４年度三島市介護保険特別会計補正予算（第3号） 可決

議第12号 令和４年度三島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 可決

議第13号 令和４年度三島市駐車場事業特別会計補正予算（第2号） 可決

議第14号 令和４年度三島市水道事業会計補正予算（第4号） 可決

議第15号 令和４年度三島市下水道事業会計補正予算（第3号） 可決

議第16号 箱根山御山組合規約の変更について 可決

議第17号 箱根山殖産林組合規約の変更について 可決

議第18号 箱根山禁伐林組合規約の変更について 可決

議第19号 静岡地方税滞納整理機構規約の変更について 可決

議第20号 市道路線の廃止について 可決

議第21号 市道路線の認定について 可決

＜令和5年度三島市一般会計予算案の討論について（発言順）＞

賛成

公明 鈴木　文子
新未来21 岡田　美喜子

改革みしま 大石　一太郎
緑水会 野村　諒子

反対 日本共産党議員団 服部 正平

＜賛否が分かれた議案＞

※　○：賛成　　×：反対　　　欠：欠席
※　議長は表決に参加しないため、表決結果は斜線になっています。

議案番号 件名 結果

緑水会 改革
みしま 新未来21 公明

日本
共産党
議員団

無会派

大
房
正
治

松
田
吉
嗣

野
村
諒
子

中
村
　
仁

佐
野
淳
祥

甲
斐
幸
博

藤
江
康
儀

土
屋
利
絵

大
石
一
太
郎

沈
　
久
美

岡
田
美
喜
子

川
原
章
寛

宮
下
知
朗

堀
江
和
雄

鈴
木
文
子

村
田
耕
一

服
部
正
平

河
野
月
江

杉
澤
正
人

古
長
谷
稔

佐
藤
寛
文

議第１号 令和５年度三島市一般会計予算案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 ○ ×

議第２号 令和５年度三島市国民健康保険特別会計予算案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 ○ 〇

議第３号 令和５年度三島市介護保険特別会計予算案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 ○ 〇

議第４号 令和５年度三島市後期高齢者医療特別会計予算案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 〇 〇

議第９号 令和４年度三島市一般会計補正予算（第７号） 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 欠 ○ ×

議第22号 三島市個人情報の保護に関する法律施行条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 ○ ○

議第23号 三島市情報公開・個人情報保護審査会設置条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 ○ ○

議第24号 三島市個人情報保護条例を廃止する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 ○ ○

議第25号 三島市副市長定数条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 ○ ×

議第31号 三島市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 欠 ○ ×

議第32号 三島市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関す
る条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 欠 ○ ×

議第43号 三島市副市長の選任について（井口智樹氏） 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 欠 ○ 〇

議第26号 三島市自転車等駐車場条例の一部を改正する条例 可決

議第27号 三島市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決

議第28号 三島市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決

議第29号 三島市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可決

議第30号 三島市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決

議第33号 三島市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部を改正する条例 可決

議第34号 三島市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決

議第35号 三島市土地開発基金条例の一部を改正する条例 可決

議第36号 三島市放課後児童クラブ条例の一部を改正する条例 可決

議第37号 三島市立幼稚園保育料等徴収条例の一部を改正する条例 可決

議第38号 三島市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例 可決

議第39号 三島市固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

議第40号 令和4年度三島市一般会計補正予算（第8号） 可決

議第41号 令和5年度三島市一般会計補正予算（第1号） 可決

議第42号 三島市国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決

議第43号 三島市副市長の選任について　（鈴木昭彦氏） 同意

議第44号 三島市教育長の任命について 同意

発議第1号 三島市議会の個人情報の保護に関する条例 可決

発議第2号 三島市議会基本条例の一部を改正する条例 可決

発議第3号 三島市議会委員会条例の一部を改正する条例 可決

発議第4号 三島市監査委員に関する条例の一部を改正する条例 可決

＜全会一致となった議案＞
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会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
運
用
と
市
職
員
の
現
況

 

低
賃
金
の
任
用
職
員
を
長
期
に
多
数
雇
う
経
費
削
減
は

制
度
の
本
質
に
反
す
る
。
単
年
を
３
年
ま
で
延
ば
し
た
ル
ー

ル
を
上
回
る
残
念
な
雇
用
へ
の
見
解
は
。

 

南
北
自
由
通
路
の
具
体
的
な
計
画
が
な
い
現
状
で
は
、

定
期
借
地
事
業
で
整
備
さ
れ
る
建
物

へ
の
自
由
通
路
の
ゲ
ー
ト
機
能
の
整

備
は
困
難
で
あ
る
。
土
地
は
市
が
持

ち
続
け
る
の
で
、
実
現
に
向
け
た
可

能
性
を
探
っ
て
い
き
、
具
体
的
な
案

が
出
て
く
れ
ば
市
有
地
を
最
大
限
に

活
用
す
る
中
で
対
応
を
考
え
て
い
く
。

 

未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

魅
力
的
で
誰
か
ら
も
選
ば
れ
る
ま
ち

と
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
身
体
的
、

精
神
的
、
社
会
的
に
良
好
な
状
態
を

維
持
で
き
る
社
会
に
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
の
で
、
後
世
に
本
市
の
水

や
緑
、
歴
史
や
に
ぎ
わ
い
と
い
っ
た
財
産
を
よ
り
魅
力
的
に

し
て
引
き
継
げ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

南
口
駅
前
広
場
「
駅
ま
ち
空
間
」
の
取
り
組
み

 

三
島
駅
南
口
の
再
開
発
に
伴
い
、
東
西
街
区
と
駅
前
広

場
、
そ
の
周
辺
地
域
も
含
め
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
が
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
道
に
お
け
る
道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
は
一
般
灯
具
と
比
べ
40
％
消
費
電
力
量
が
抑

え
ら
れ
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
や
電
力
使
用
量
も
削
減
さ
れ

る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

子
ど
も
の
育
成

 

こ
ど
も
家
庭
庁
が
４
月
に
発
足
す
る
が
、
こ
ど
も
家
庭

庁
の
事
業
に
つ
い
て
、
三
島
市
と
し
て
窓
口
を
一
本
化
し
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

 

子
育
て
支
援
に
関
す
る
市
の
窓
口
は
内
容
に
よ
り
分

か
れ
て
い
る
が
、
丁
寧
な
案
内
に
よ

り
対
応
し
て
い
る
。
市
民
が
よ
り
利

用
し
や
す
い
窓
口
と
な
る
よ
う
業
務

体
制
を
見
直
し
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
の
設
置
も
見
据
え
て
こ
ど
も
家

庭
室
を
新
た
に
設
置
す
る
な
ど
、
体

制
の
整
備
を
図
る
。

 

緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
債
を
活
用
し
、
令
和
5

年
度
か
ら
は
水
銀
灯
と
蛍
光
灯
に
換
え
て
１
４
０
基
の
整
備

を
予
定
し
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

市
が
策
定
し
た
地
球
に
や
さ
し
い
率
先
行
動
計
画
第
5
版
に

基
づ
き
、
令
和
9
年
度
ま
で
に
道
路
照
明
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の

完
了
を
目
指
す
。

生
活
困
窮
者
の
自
立
に
向
け
た
支
援
策

 

コ
ロ
ナ
禍
等
に
よ
り
生
活
困
窮
者
が
増
加
し
、
子
ど
も

の
貧
困
の
連
鎖
を
含
め
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
相
談
・
支
援
体

制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。
対
策
を
伺
う
。

 

子
ど
も
の
貧
困
が
世
代
を
超
え
て
連
鎖
し
な
い
よ
う
、

子
ど
も
の
学
習
支
援
事
業
な
ど
関
係
各
課
で
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支

援
で
は
、
母
子
父
子
自
立
支
援
員
を
配
置
し
て
き
め
細
か
な

相
談
支
援
に
努
め
て
お
り
、
い
っ
そ
う
の
相
談
体
制
や
情
報

提
供
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

 

駅
前
広
場
整
備
に
向
け
て
は
、
東
西
街
区
、
楽
寿
園
、

中
心
市
街
地
へ
連
続
性
や

拠
点
性
を
持
た
せ
、
せ
せ

ら
ぎ
や
緑
を
残
し
つ
つ
、

十
分
な
歩
行
空
間
や
連
続

屋
根
の
設
置
等
に
よ
る
待

合
空
間
の
整
備
の
他
、
魅

力
的
な
景
観
形
成
を
検
討

し
、
円
滑
な
人
の
流
れ
や

活
力
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出

に
つ
な
げ
て
い
く
。

建
築
物
価
高
騰
の
も
と
で
の
再
開
発
事
業
の
工
事
費

 

市
は
事
業
収
支
の
見
通
し
も
示
さ
ず
令
和
5
年
度
に
組

合
へ
の
20
億
円
も
の
補
助
金
支
出
を
予
定
し
て
い
る
が
、
総

事
業
費
や
工
事
費
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

未
来
を
拓
く
都
市
経
営
、
土
地
利
用
で
財
源
確
保
を

 

5
年
後
に
完
成
予
定
の
西
間
門
新
谷
線
の
沿
線
は
企
業

誘
致
に
最
適
で
あ
る
。
土
地
利
用
計
画
を
見
直
し
、
雇
用
と

税
収
で
財
政
基
盤
を
確
立
し
て
は
ど
う
か
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
状
況
と
今
後

 

三
島
市
に
お
け
る
Ｌ
Ｔ
Ｅ
機
能
を
備
え
た
セ
ル
ラ
ー
モ

デ
ル
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の
活
用
、
修
学
旅
行
、
校
外
学
習
、
校
舎

外
の
授
業
な
ど
で
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

公
園
の
再
生
と
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
取
り
組
み

自
死
遺
族
へ
の
心
の
ケ
ア
の
取
り
組
み
の
現
状

福
祉
社
会
の
実
現
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
方
針

教
員
の
不
祥
事
に
対
す
る
学
校
と
市
の
対
応

 

市
が
地
権
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
、
権
利
変
換
に
あ

た
り
議
決
が
必
要
と
定
め
た
法
律
は
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。
地
方
自
治
法
第
２
３
７
条
第
２
項
に
つ
い
て
は
、
交
換

や
譲
渡
な
ど
が
列
記
さ
れ
て
い
る
が
、
権
利
変
換
は
挙
げ
ら

れ
て
お
ら
ず
、
議
決
が
必
要
と
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
も
の

と
捉
え
て
い
る
。

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
の
市
有
地
の
権
利
変
換

 

三
島
市
が
所
有
す
る
土
地
を
権
利
変
換
し
て
組
合
に
受

け
渡
す
に
も
関
わ
ら
ず
、
三
島
市
議
会
の
議
決
を
必
要
と
し

な
い
法
的
根
拠
は
何
か
。

 

校
外
に
お
い
て
も
ネ
ッ
ト

で
調
べ
た
り
、
写
真
等
を
共

有
し
た
り
で
き
る
こ
と
か
ら
、

活
用
の
幅
は
多
岐
に
渡
っ
て

い
る
。
今
後
も
、
校
外
で
の

児
童
生
徒
の
主
体
的
な
活
用

等
、
端
末
の
効
果
的
な
活
用

方
法
に
つ
い
て
研
究
す
る
と

と
も
に
、
事
例
を
集
め
、
市

内
教
職
員
と
共
有
し
て
い
く
。

 

支
出
の
大
部
分
を
占
め
る
工
事
費
は
※
Ｅ

Ｃ
Ｉ
方
式
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
精
査
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
事
業
成
立
の
大
前
提
で
あ
る
事

業
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
工
事

費
や
工
期
、
保
留
床
処
分
金
な
ど
に
つ
い
て
事

業
関
係
者
で
検
討
を
行
い
、
事
業
計
画
が
精
査

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

 

当
該
地
は
本
市
の
上
位
計
画
に
お
い
て
複
合
産
業
集
積

ゾ
ー
ン
と
し
て
周
辺
環
境
と
共
存
し
得
る
企
業
立
地
を
許
容

し
て
い
く
位
置
付
け
で
あ
る
。
西
間
門
新
谷
線
の
工
事
の
進

捗
状
況
や
地
権
者
意
向
等
を
見
極
め
つ
つ
、
企
業
誘
致
の
見

通
し
が
立
っ
て
き
た
ら
、
都
市
的
土
地
利
用
を
本
格
的
に
検

討
し
て
い
く
。

 

事
務
員
に
つ
い
て
は
、
最
長
３
年
の
再
度
任
用
が
可
能

で
あ
り
、
３
年
を
迎
え
た
職
員
を
任
用
す
る
所
属
は
公
募
を

し
て
い
る
。
し
か
し
、
経
験
を
必
要
と
す
る
場
合
や
、
人
材

が
集
ま
ら
な
い
等
で
、
事
業
運
営
上
人
材
が
必
要
と
な
る
場

合
は
、
任
用
を
継
続
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
可
能
な
範
囲
で

適
正
運
営
を
し
て
い
く
。

 

小
学
校
に
お
い
て
は
、保
健
室
を
窓
口
と
す
る
こ
と
で
、

児
童
一
人
一
人
の
状
況
を
丁
寧
に
見
取
り
、
必
要
な
支
援
を

行
う
こ
と
を
重
視
し
て
い
く
。
な
お
、
学
校
現
場
の
状
況

を
も
と
に
、
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ

リ
ッ
ト
、
ま
た
、
そ
の
考
え
方

を
含
め
て
、
さ
ら
に
議
論
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

小
学
校
高
学
年
の
女
子
ト
イ
レ
に
も
生
理
用
品
を

 

安
心
な
学
び
の
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
中
学
校
に
続

い
て
小
学
校
高
学
年
の
女
子
ト
イ
レ
に
も
生
理
用
品
の
設
置

が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

都
市
再
開
発
事
業
と
南
北
自
由
通
路
へ
の
取
り
組
み

 

三
島
駅
南
口
東
街
区
駅
側
ビ
ル
の
導
入
機
能
を
見
直

し
、
広
域
行
政
機
能
の
導
入
と
駅
南
北
を
つ
な
ぐ
跨
線
橋
の

南
側
ゲ
ー
ト
機
能
の
設
置
を
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

安
心
し
て
出
産
で
き
る
持
続
可
能
な
社
会
形
成

 

世
界
最
高
の
技
術
・
経
済
力
を
誇
っ
た
昔
を
忘
れ
知
足

安
分
、厳
し
い
現
実
に
見
合
う
規
模
の
市
政
運
営
が
必
須
だ
。

未
来
の
た
め
の
最
重
要
施
策
は
何
か
。

大
石 

一
太
郎

（
改
革
み
し
ま
）

河
野
　
月
江

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

甲
斐
　
幸
博

（
緑
水
会
）

岡
田 

美
喜
子

（
新
未
来
21
）

中
村
　
　
仁

（
緑
水
会
）

古
長
谷
　
稔

（
無
会
派
）

※ＥＣＩ方式とは…プロジェクト
の設計段階から施工者の技術
力を設計内容に反映させ、コス
ト縮減や工期短縮を目的とす
る契約方式。
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誰
も
置
き
去
り
に
し
な
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

 

生
活
困
窮
者
支
援
の
現
状
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年
度
の

格
差
是
正
対
策
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

 

令
和
５
年
度
は
、
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
新
た
に
構
築
し
、
相
談
予

約
や
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
相
談
等
、

よ
り
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、

コ
ロ
ナ
禍
で
増
員
し
た
相
談
支

援
員
の
５
人
体
制
を
維
持
し
、

生
活
全
般
に
わ
た
る
支
援
を
関

係
機
関
と
連
携
し
適
切
に
行
っ

て
い
く
。

 

使
用
実
績
を
分
析
し
た
結

果
、
令
和
５
年
度
は
助
成
金
額

３
千
円
を
維
持
す
る
中
で
、
バ
ス

等
の
乗
車
１
回
に
使
用
で
き
る
助

成
券
の
枚
数
を
拡
大
す
る
こ
と
に

よ
り
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。
シ

ル
バ
ー
定
期
券
に
つ
い
て
は
、
市

内
を
走
る
バ
ス
会
社
の
一
部
が
実

施
し
て
い
る
た
め
、
調
査
・
研
究

を
し
て
い
く
。

 

関
係
部
署
・
関
係
団
体
が
連
携
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

ラ
イ
ブ
配
信
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
組
み
合
わ
せ
、
保

護
者
・
参
加
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
情
報

発
信
の
工
夫
や
改
善
を
行
い
、
休
み
が
取
り
に
く
い
保
護
者

へ
の
研
修
を
受
け
る
機
会
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

令
和
３
年
度
決
算
額
１
７
０
億
円
と
の
比
較
で
は
約

３・
４
％
、
約
6
億
円
の
増
収
、
当
初
予
算
額
１
７
４
億
円

と
の
比
較
で
は
約
１・
１
％
、
約
２
億
円
の
増
収
を
見
込
ん

で
い
る
。
こ
れ
は
経
済
の
低
迷
か
ら
の
個
人
所
得
の
回
復
基

調
、
企
業
収
益
の
増
加
、
新
築
家
屋
分
、
工
業
団
地
で
の
大

規
模
な
償
却
資
産
の
導
入
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

高
齢
者
バ
ス
等
利
用
助
成
制
度
の
拡
充
を
す
べ
き

 

高
齢
者
バ
ス
等
利
用
助
成
額
を
6
千
円
に
増
額
し
希
望

者
に
は
シ
ル
バ
ー
定
期
券
購
入
の
一
部
に
使
用
で
き
る
よ
う

に
制
度
の
拡
充
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

保
護
者
研
修
な
ど
に
参
加
し
に
く
い
家
庭
へ
の
配
慮

 

健
や
か
な
子
ど
も
の
成
長
を
促
す
た
め
に
は
親
の
学
び

の
場
や
交
流
の
機
会
が
重
要
と
考
え
る
が
、
休
み
が
取
り
に

く
い
保
護
者
へ
の
取
り
組
み
は
あ
る
か
。

財
政
運
営

 

令
和
４
年
度
の
税
収
見
込
み
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度

と
の
比
較
お
よ
び
令
和
４
年
度
当
初
予
算
と
の
差
異
を
伺
う
。

文
化
芸
術
活
動
を
推
進
し
運
営
を
担
う
人
材
育
成
を

 
生
涯
学
習
や
公
民
館
活
動
な
ど
文
化
芸
術
活
動
が
活
発

だ
が
、
活
動
を
推
進
し
運
営
す
る
人
材
の
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
。
改
善
に
向
け
て
ど
う
取
り
組
む
か
。

保
育
園
お
む
つ
定
額
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
を
行
う
べ
き

 

保
育
園
に
持
ち
込
む
お
む
つ
と
お
し
り
ふ
き
を
、
希
望

者
に
は
事
業
者
か
ら
園
に
直
接
納
品
さ
れ
る
定
額
サ
ー
ビ
ス

利
用
の
検
討
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

お
む
つ
定
額
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
事
業
者
は
複
数
あ

り
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
取
り
扱
う
紙
お
む
つ
も
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。
保
護
者
と
保
育
士
双
方
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
希
望
者
が
ど
の
程
度
い
る
の
か
、

ど
の
メ
ー
カ
ー
の
紙
お
む
つ
が
よ
い
の
か
な
ど
、
実
施
に
向

け
て
調
査
し
て
い
く
。

 

生
涯
学
習
分
野
で
は
、
既
に
日
本
大
学
公
認
学
生
団
体

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

協
力
し
て
く
れ
て
い
る
た

め
、
引
き
続
き
連
携
す
る

と
と
も
に
、
学
生
や
市
民

の
参
画
を
求
め
る
事
業
に

つ
い
て
、
広
く
情
報
発
信

し
な
が
ら
、
高
等
学
校
部

活
動
と
の
連
携
も
視
野
に

入
れ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
図
っ
て
い
く
。

ゴ
ミ
減
量
と
施
設
計
画

村
田
　
耕
一

（
公
明
）

野
村
　
諒
子

（
緑
水
会
）

佐
藤
　
寛
文

（
無
会
派
）

10・11日
	 	 総務委員会行政視察	
	12 日	 議会運営委員会	
13 日	 静岡県東部地区市議会
	 	 議長会	
18 日	 福祉教育委員会
	 	 議会報告会運営会議	
26 日	 各派代表者会議	

	２日	 静岡県地方議会
	 	 議長連絡協議会	
	７日	 各派代表者会議
	 	 議会運営委員会		
14 日～３月 15日　２月定例会	
14 日	 各派代表者会議
	 	 本会議（議案審議）	
22・24日
	 	 本会議（代表質問）	
22 日	 議会だより編集委員会	
27・28日
	 	 予算審査（経済建設委員会）

１・２日
	 	 予算審査
	 	（福祉教育委員会）	
３・６日
	 	 予算審査（総務委員会）	
８・９・10日
	 	 本会議（一般質問）	
		８日　各派代表者会議
	 	 議会運営委員会	
14 日	 議会だより編集委員会	
15 日	 各派代表者会議
	 	 本会議（議案審議）

月２ 月３月１

市長から回答が届きました議会報告会でいただいた
ご意見をもとに議会から
市長へ要望書を提出し、

　
ア
ク
セ
ス
性
や
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
配
慮
し
た
立

地
、
サ
テ
ラ
イ
ト
機
能
の
強

化
や
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、

人
口
減
少
等
を
想
定
し
た
コ

ン
パ
ク
ト
な
規
模
か
つ
多
様

性
や
柔
軟
性
に
配
慮
し
た
設

計
を
実
現
す
る
こ
と
。

　
市
民
意
見
等
を
考
慮
し
、
ア
ク
セ
ス
性
や
跡
地
等
の
有

効
活
用
な
ど
、
市
域
全
体
の
活
性
化
に
向
け
て
場
所
の
選

定
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
等
を
通
じ
て
最
寄
り
の
施
設
か
ら

様
々
な
手
続
き
が
可
能
と
な
る
サ
テ
ラ
イ
ト
市
役
所
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
進
め
て
い
く
。

　
新
庁
舎
は
長
期
使
用
を
目
標
と
す
る
た
め
、
将
来
人
口

推
計
を
見
据
え
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
規
模
か
つ
、
変
化
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
工
夫
を
設
計
段
階
か
ら
考
慮
し
て
い
く
。

要
望
１

総務委員会

新庁舎の整備について

回答

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
三
島

市
の
取
り
組
み
姿
勢
を
広
く

内
外
に
示
し
、
各
種
団
体
・

地
域
等
と
の
連
携
強
化
や
環

境
整
備
を
図
る
こ
と
。ま
た
、

市
民
が
気
兼
ね
な
く
利
用
で

き
る
相
談
窓
口
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
。

　
街
中
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
や
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開
設
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
、
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
整
備
等
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
市
民
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　
相
談
窓
口
に
つ
い
て
は
、も
の
忘
れ
相
談
会
を
は
じ
め
、

市
内
５
カ
所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
街
中
ほ
っ
と

サ
ロ
ン
、
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
窓
口
等
に
お
い
て
、
認

知
症
を
は
じ
め
と
し
た
相
談
が
気
軽
に
で
き
る
体
制
を
整

え
る
中
で
、
関
係
機
関
、
団
体
等
と
有
機
的
に
連
携
し
て

い
く
体
制
を
深
化
さ
せ
て
い
く
。

要
望
２

福祉教育委員会

認知症高齢者等の
相談体制について

回答

　
中
心
市
街
地
活
性
化
に
向

け
ま
ち
な
か
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
計
画
が
策
定
さ
れ
た

が
、
大
学
の
あ
る
街
と
し
て

学
生
の
力
を
活
か
す
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
企
画
段
階
か

ら
学
生
の
参
画
を
促
し
、
若

者
の
意
見
・
要
望
を
反
映
さ

せ
た
事
業
の
推
進
を
図
る
こ

と
。

　
大
学
生
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
計
画
策
定
段
階
に
市

内
在
住
の
大
学
生
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
対
象
エ
リ
ア

の
抱
え
る
課
題
や
、
魅
力
的
な
エ
リ
ア
に
な
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
に
つ
い
て
意
見
を
伺
い
、計
画
書
に
反
映
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
に
立
ち
上
げ
た
「
ま
ち
な
か
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
」
に
お
い
て
も
、
各
戦
略
の
具
現
化

に
向
け
、
学
生
に
企
画
段
階
か
ら
参
画
を
求
め
、
若
者
の

意
見
・
要
望
を
反
映
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

要
望
３

経済建設委員会

まちなかリノベーション
推進計画の若者の
参画について

回答
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委員長：宮下	知朗　　副委員長：沈	久美
委　員：甲斐	幸博　　村田	耕一
　　　　河野	月江　　佐藤	寛文

議会だより編集委員会

政務活動費収支報告
　三島市議会では、議員 1 人当たり月額 15,000 円を会派に交付しており、議会のチェック機能強化や政策立案能力向
上を図るため、調査研究や資料の作成・購入などの政務活動への補助として活用しています。
　収支報告書や活動報告書、領収書などの写しは、市役所本館１階の情報公開コーナーに常備しており、市議会ホーム
ページにも掲載しますので、ぜひご覧ください。

議長交際費は、議長が市議会
を代表して外部との交際上特
に必要と認める場合に支出す
る経費をいい、その支出内容
や相手が、社会通念上妥当と
認められる範囲内の金額で支
出しています。

表紙の柄は、三島柄を使用しています。

（単位：人、円）

（単位：円）

令和４年度　支出額

【５月臨時会の予定】
５月15日㈪　正副議長選挙ほか
【６月定例会の予定】
６月６日㈫　　　　　　議案審議
　　14日㈬～19日㈪　　一般質問
　　20日㈫　　　　　　一般質問（予備日）
　　22日㈭　　　　　　議案審議

議長交際費

区分 金額
会費等 59,330円
弔慰金 74,500円
賛助金 10,110円
見舞金 0円
合計 143,940円

令和４年度政務活動費執行状況（令和４年４月～令和５年３月）
１. 会派別執行状況

項目 緑水会 改革みしま 新未来21 公明 日本共産党
議員団

無会派
（推明会）

無会派
（是々非々の会）

無会派
（フォーラム三島） 合　計

所属議員数 ６ ４〜12月　５
１〜３月　４ ３ ３ ２ １ １ １ ４〜12月　22

１〜３月　21

交付額 1,080,000 855,000 540,000 540,000 360,000 180,000 180,000 180,000 3,915,000

支出額 920,319 748,727 254,054 122,832 25,422 11,000 163,447 11,000 2,256,801

※すべての会派において広聴費、要請・陳情活動費、会議費、人件費に該当する支出はありませんでした。

２. 支出費目別内訳
項目 緑水会 改革みしま 新未来21 公明 日本共産党

議員団
無会派

（推明会）
無会派

（是々非々の会）
無会派

（フォーラム三島） 合　計

調査研究費 642,948 346,645 170,550 3,000 0 0 113,330 0 1,276,473

研修費 15,920 117,572 0 0 0 0 9,660 0 143,152

広報費 120,000 0 0 0 0 0 0 0 120,000

資料作成費 112,031 97,555 67,462 98,602 25,422 11,000 28,943 11,000 452,015

資料購入費 12,650 178,609 10,082 21,230 0 0 7,950 0 230,521

事務所費 0 8,346 0 0 0 0 0 0 8,346

その他の経費 16,770 0 5,960 0 0 0 3,564 0 26,294

合計 920,319 748,727 254,054 122,832 25,422 11,000 163,447 11,000 2,256,801

16みしま市議会だより 2023.5.1


